
「主要な施策」の評価・検証（PDCAサイクルの実施）について 
１．山形県行財政改革推進プランに 

おける位置付け 
山形県行財政改革推進プランＰ２４ （２）県政推進に向けたＰＤＣＡサイクルの実施 

２．進め方 
山形県総合発展計画短期アクションプランの６つのテーマから毎年２テーマを選び、その主要な施策の取組み状況について各部局から説明を行い、

山形県行政支出点検・行政改革推進委員会による評価・検証を受け、その結果を適切に予算編成に反映させる。 

◆ 短期アクションプランの概要 

  概ね10年間の県づくりの方向性を示す「第3次山形県総合発展計画」（長期構想）の目標を実現するために取り組む主な重点事業の方向性と推進工程を示したもの。 

 （実施期間は平成25年度から平成28年度までの４年間）

◆ 今年度の評価・検証テーマの概要 

３．評価・検証の視点 

・事業目標の妥当性（目標水準は妥当か）                  

・事業目標の成果（期待する成果が得られたか） 

・事業内容の妥当性（事業の実施手法、事業量及び費用は適切か）        

・県の役割分担の妥当性、今後の課題、改善点（県の役割分担は適切か、取組み結果の分析と評価が適切に行われているか） 

テーマ 対象部局（主たる部局） 評価・検証の実施年度 

テーマ１ 県勢の発展を担い、未来を築く子育て支援・人づくりの充実 子育て推進部、教育庁、企画振興部 
Ｈ２５ 

テーマ２ いのちと暮らしを守る安全・安心な社会の構築 健康福祉部、環境エネルギー部(危機管理・くらし安心局) 

テーマ３ 強みと特色を活かした産業振興・雇用創出 商工労働観光部 
Ｈ２６ 

テーマ４ 高い競争力を持ち、豊かな地域をつくる農林水産業の展開 農林水産部 

テーマ５ エネルギーを安定供給し、持続的な発展を可能にする環境資産の保全・創造・活用 環境エネルギー部 
Ｈ２７ 

テーマ６ 地域活力を生み出し災害に強い県土基盤の形成 県土整備部、企画振興部 

H28（最終年度） 

全体を通しての総括 

施策１：再生可能エネルギー等の導入促進と省エネルギーの推進 

〈目的〉県民生活や産業活動を支えるエネルギーの安定確保と、安全で持続可能なエネルギーである再生可

能エネルギーの導入拡大を促進するもの。 

〈主要事業〉風力発電事業の導入促進、家庭及び事業所・公共施設への導入促進、環境に配慮した行動の提

唱・推進、再生可能エネルギー等の導入を通じた産業振興・地域活性化の促進 など。 

〈目標指標〉「山形県エネルギー戦略」に基づく再生可能エネルギーの新たな開発量

       ⇒ 平成28年度までに累計２０万ｋｗ  など

施策２：環境資産の保全・創造・活用による地域活力の向上 

〈目的〉多様な生命を育み、豊かで美しい県土をかたちづくる本県の良好な自然環境を保全するとともに自

然環境や多彩な地域の文化や伝統を活かした地域づくりを推進するもの。 

〈主要事業〉循環型社会システムの形成､自然環境と共生の促進､環境の保全･創造に関する意識の醸成など。 

〈目標指標〉１人１日当たりのごみの排出量 ⇒ 平成28年度までに852ｇ以下

不法投棄箇所数 ⇒ 平成28年度までに１８箇所以下

森づくり参加者数 ⇒ 平成28年度までに100,000人  など

テーマ５ エネルギーを安定供給し、持続的に発展を可能にする環境資産の保全・創造・活用

施策１：広域交通ネットワークの整備促進

〈目的〉東日本大震災を踏まえ､人､モノの輸送基盤(自動車輸送､鉄道輸送､航空輸送､船舶輸送)については､

リダンダンシー(代替性)機能を確保するとともに､高速安定化などの更なる機能強化を図るもの。 

〈目標指標〉高速道路供用率 ⇒ 平成30年度までに80％

地域高規格道路供用率 ⇒ 平成28年度までに１９％ など

施策２：県民の生活を支える社会資本の整備・強化 

〈目的〉防災･減災のための基盤を整備･充実するとともに､誰もが行きたい所へ移動できる地域交通ネット

ワークの形成を進めるもの｡また､飛躍的な発展を続けるＩＣＴを有効活用するための環境の整備を

進めるもの｡ 

〈目標指標〉道路防災用対策箇所の対策進捗率 ⇒ 平成28年度までに49.6％

ＩＣＴを利活用した公共性あるサービスの開発件数 ⇒ 平成28年度までに８件

橋梁長寿命化計画における対策進捗率 ⇒ 平成28年度までに80.0％  など

施策３：活力ある都市と魅力ある中山間地域の形成 

〈目的〉多様で利便性の高いサービスを受けられる都市と美しく快適で暮らしやすい持続可能な中山間地域

を形成するもの。 

〈目標指標〉雪害による死亡者数 ⇒ 平成28年度までに０人

耐震・耐久・省エネ性能に優れた住宅戸数 ⇒ 平成28年度までに4,500戸 など

 テーマ６ 地域活力を生み出し災害に強い県土基盤の形成 

資料１ 



第２章 行財政改革推進プランの基本的考

１ プランの基本的位置づけ 

「県民一人ひとりが喜びと幸せを実感し、活き活きと輝いて生

きていける山形県」の実現に向け、新たな短期アクションプラン

に沿って、第３次山形県総合発展計画を着実に推進するため、県

を取り巻く環境や厳しい県の財政状況を踏まえながら、様々な課

題に的確に対応し、必要な行政サービスを効果的・効率的に提供

できるよう、行財政運営の全分野について不断の見直しを行い、

改革を進めていく。 

第３章 行財政改革の取組内容

第２ 県民視点に立った県政運営

～県政運営信頼性・質の

２ 県政運営の透明性・信頼性の確保

（２）県政推進に向けたＰＤＣＡサイクルの実施

総合発展計画を推進するため、各部局長等による主体的な部

局運営を中心としながら、全庁横断的な

的に推進するため、下記のイメージ図のようなＰＤＣＡサイク

ル（ Plan(計画策定) →

Action(見直し) のサイクル）を実施し、施策レベルについては

山形県総合政策審議会で、事務事業レベルについては山形県行

政支出点検・行政改革推進委員会でそれぞれ評価・検証を受け、

その結果を適切に予算編成に反映させる。

なお、部局運営プログラム、短期アクションプランの取組状

況と推進方向、事務事業の見直しの成果及び主要な施策の取組

状況については、県のホームページで公表し、主要な施策の成

果については、議会に提出する。

基本的考え方

「県民一人ひとりが喜びと幸せを実感し、活き活きと輝いて生

きていける山形県」の実現に向け、新たな短期アクションプラン

に沿って、第３次山形県総合発展計画を着実に推進するため、県

を取り巻く環境や厳しい県の財政状況を踏まえながら、様々な課

題に的確に対応し、必要な行政サービスを効果的・効率的に提供

できるよう、行財政運営の全分野について不断の見直しを行い、

県政運営の推進  

の向上～ 

確保

（２）県政推進に向けたＰＤＣＡサイクルの実施

総合発展計画を推進するため、各部局長等による主体的な部

局運営を中心としながら、全庁横断的な取組みを効果的・効率

的に推進するため、下記のイメージ図のようなＰＤＣＡサイク

Do(実施) → Check(検証) →

のサイクル）を実施し、施策レベルについては

山形県総合政策審議会で、事務事業レベルについては山形県行

政支出点検・行政改革推進委員会でそれぞれ評価・検証を受け、

その結果を適切に予算編成に反映させる。

なお、部局運営プログラム、短期アクションプランの取組状

況と推進方向、事務事業の見直しの成果及び主要な施策の取組

状況については、県のホームページで公表し、主要な施策の成

果については、議会に提出する。

山形県行財政改革推進山形県行財政改革推進プラン（平成25年３月） ～抜粋～


